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                        令 和 ７ 年 12 月 11 日  

 

  農林水産大臣 鈴木 憲和 殿 

 

 

食料・農業・農村政策審議会  

会長 中嶋 康博  

 

 

答       申 

 

 令和７年５月９日付け７経営第 359 号をもって諮問のあった事項については、

下記のとおりとする。 

 

記 

 

１ 「１ 家畜共済の共済掛金標準率の算定方式の考え方（別紙１）について」 

 

  適当と認める。 

 

２ 「２ 家畜共済診療点数表の改定の考え方（別紙２）について」 

 

  適当と認める。なお、家畜共済診療点数表の改定に当たっては、別添の意見

を適切に反映することとする。 

 

３ 「３ 家畜共済診療点数表付表薬価基準表に収載できる医薬品の基準及び価

格の算定方法（別紙３）について」 

 

  適当と認める。 
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・ 

                               （別紙１） 

 

家畜共済の共済掛金標準率の算定方式の考え方 

 

 令和８年４月１日以後に共済掛金期間が始まる家畜共済の共済関係から適用

する共済掛金標準率は、次により算定する。 

 

Ⅰ 死亡廃用共済 

 

 １ 基礎被害率 

   共済目的の種類（農林水産大臣が特定の共済目的の種類につき共済事故

の発生態様の類似性を勘案して区分を定めたときは、当該区分）ごと及び除

外される事故の区分ごと並びに都道府県の区域（全国連合会にあっては、農

林水産大臣が定める区域。農林水産大臣が特定の共済目的の種類につき当

該区域を細分した地域を定めたときは、当該地域。乳用種種雄牛、肉用種種

雄牛及び種雄馬にあっては、全国の区域。以下「料率地域」という。）ごと

に、直近３年間の実績金額被害率を基礎とし、必要に応じて修正を行ったも

のを基礎被害率とする。 

 

 ２ 共済掛金標準率 

   共済目的の種類ごと及び除外される事故の区分ごと並びに料率地域ごと

に、基礎被害率に対し、組合等の家畜共済に係る積立金の水準及び国の食料

安定供給特別会計農業再保険勘定に係る積立金の状況を踏まえた所要の調

整を行ったものを共済掛金標準率とする。 

 

Ⅱ 疾病傷害共済 

 

 １ 基礎被害率 

   共済目的の種類ごと及び診療技術料等とそれ以外の費用の別ごと並びに

料率地域ごとに、直近３年間の実績金額被害率を基礎とし、必要に応じて修

正を行ったものを基礎被害率とする。 

 

 ２ 共済掛金標準率 

   共済目的の種類ごと及び診療技術料等とそれ以外の費用の別ごと並びに

料率地域ごとに、基礎被害率に対し、組合等の家畜共済に係る積立金の水準

及び国の食料安定供給特別会計農業再保険勘定に係る積立金の状況を踏ま

えた所要の調整を行ったものを共済掛金標準率とする。 
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                               （別紙２） 

 

家畜共済診療点数表の改定の考え方 

 

 令和８年４月１日から適用する家畜共済診療点数表（農業保険法施行規則（平

成 29年農林水産省令第 63号。以下「規則」という。）第 117条第１項及び第 166

条の規定により、診療その他の行為によって組合員等が負担すべき費用の内容

に応じて農林水産大臣が定める点数等を定めた点数表をいう。以下同じ。）の改

定の考え方は、以下のとおりとする。 

 

１ 家畜共済診療点数表中の種別欄及び備考欄の見直し 

  最近における獣医学の進歩等により、種別及び備考の追加、変更及び削除を

必要とするものについて見直しを行う。 

 

２ 家畜共済診療点数表中のＡ種点数（規則第 166 条の規定に基づき農林水産

大臣が定める点数をいう。以下同じ。）の見直し 

  診療に直接必要な医薬品、医療用消耗品等の費用の評価に用いる「Ａ種点数」

のうち、最近における経済事情の変化、獣医学、医療機器等の進歩等により、

種別ごとに実態との格差が生じている等必要なものについて見直しを行う。 

 

３ 家畜共済診療点数表中のＢ種点数（規則第 117 条第１項の規定に基づき農

林水産大臣が定める点数。以下同じ。）とＡ種点数との差の見直し 

  診療に携わる獣医師の診療技術料等（農業保険法（昭和 22年法律第 185号）

第 144条第２項第２号の診療技術料等をいう。）の評価に用いる「Ｂ種点数－

Ａ種点数」のうち、最近における獣医技術の進歩等により、種別ごとに実態と

の格差が生じている等必要なものについて見直しを行う。 
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（別添）家畜共済診療点数表の改定に関する意見 

 

１ 家畜共済診療点数表中の種別及び備考の見直し 

（１）「往診」に中山間地域等増点を新設するとともに、多頭数同時診療時に適用

される種別の点数を抑制する。 

（２）「遠隔診」に組合員が実施する検査の直接費及び検査の管理指導のための診

療技術料の増点規定を追加するとともに、「遠隔診」と併せて交付できる種別

として「診断書」、「検案書」及び「検案」を追加する。 

（３）遠隔診療において獣医師が行う予見薬（農場での過去の疾病発生状況等から

必要な医薬品の種類と量を予見し家畜群に処方する医薬品）の出納管理に要

する費用として「遠隔診療管理料」を追加する。 

（４）感染症の再発防止のために獣医師が飼養者に指導する場合の費用として「感

染症管理料」を追加する。 

（５）「血液生化学的検査」の検査項目に血清アミロイドＡ検査を追加する。 

（６）「乳汁理化学的検査」の検査項目にＰＡＧｓ検査を追加する。 

（７）「レントゲン検査」においてＣＲ（コンピューテッド・ラジオグラフィ）及

びＤＲ（デジタル・ラジオグラフィ）を用いて画像診断した場合の増点規定

を追加する。 

（８）「洗浄」に「腹腔内洗浄」を追加する。 

（９）自家血清点眼を実施した場合に、「点眼」を適用できるものとする。 

（１０）多血小板血漿治療を実施した場合に第５注射料又は第６処置料の該当する

種別を適用できるものとする。 

（１１）獣医師による分娩立会による管理指導の費用として「ハイリスク分娩管理

料」を追加するとともに、「難産介助」における「通常足胞現出後２時間を経

過しても娩出のない場合」とする難産の定義を見直す。 

（１２）繁殖障害の給付に関して、給付対象とする期間に分娩日を起点とした一定

の上限を設定する。 

（１３）「超音波検査」の増点規定に高解像度プローブを用いた場合を追加する。 

（１４）「腰椎注射」の硬膜外麻酔の適用範囲を腹腔内の手術全般に拡大する。 

（１５）「吊起」、「鎮静術」及び「麻酔術」の適用範囲を診療全般に拡大する。 

（１６）「骨折整復」におけるギプス除去の適用回数の上限を削除する。 

（１７）適用実績が少ない「滞在診」、「卵管疎通検査」、「胃内用液検査」における

アンモニア、亜硝酸態窒素、VFA 及びエンドトキシンの測定に係る増点規

定、「乳汁顕微鏡的検査」における体細胞数自動測定を行った場合の増点規

定、「乳房切開手術」を削除する。 

 

２ 家畜共済診療点数表中のＡ種点数（規則第166条の規定に基づき農林水産大臣が定

める点数。以下同じ。）の見直し 
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（１）市場価格調査結果を踏まえ、「第４検査料」における「採血」、「血液生化学検

査」、「糞便検査」、「内視鏡検査」、「超音波検査」、「第５注射料」における「皮

下注射」、「筋肉内注射」、「静脈内注射」、「点滴注射」、「第７手術料」における

「骨折整復（観血整復術）」その他の資材費等が上昇した種別のＡ種点数を見

直す。 

（２）「骨折整復」の非観血整復術において、ギプスを使用本数に応じて増点でき

るものとする。 

 

３ 家畜共済診療点数表中のＢ種点数（規則第117条の規定に基づき農林水産大臣が定

める点数。以下同じ。）とＡ種点数との差の見直し 

（１）中長距離及び夜間における「往診」、注射料の区分のうち「点滴」、処置料の

区分のうち「胃洗浄」、「蘇生術」、手術料の区分のうち「穿胃」、「第一胃切

開」、「第四胃変位整復手術」、「腸管手術」、「膀胱穿刺」、「膀胱手術」、「尿道切

開手術」、「子宮捻転整復」、「帝王切開」、「子宮脱整復」、「骨折整復」及び「難

産介助」の点数を引き上げる。 

（２）「第４胃変位整復手術」、「乳頭狭窄手術」等の発生件数の減少が著しい疾病

の手術に係る点数を引き上げる。 

（３）「遠隔診」の点数及び医薬品発送時の点数を実態に合わせて見直す。 

（４）「血液顕微鏡的検査」について、点数を引き上げる。 

（５）「開腹」のうち牛・馬の腸管手術について、点数を引き上げる。 

（６）骨折整復（観血）について、点数を引き上げる。 

（７）「開腹」のうち牛・馬の帝王切開、「子宮捻転整復」のうち胎子の回転法及び

母体の回転法において後肢吊り上げ法を併用した場合、「子宮脱整復」、「膣脱整

復」、「膣脱整復手術」の縫合法及び観血法、「骨折整復」のうち非観血法及び創

外固定、「脱臼整復」、「蹄病手術」のうち蹄底ブロックを装着した場合、難産介

助のうち牛・馬について、点数を引き上げる。 
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                               （別紙３） 

 

   家畜共済診療点数表付表薬価基準表に収載できる医薬品の基準及び 

   価格の算定方法 

 

 令和８年４月１日から適用する家畜共済診療点数表付表薬価基準表（家畜共

済診療点数表中の第２薬治料、第５注射料、第６処置料及び第７手術料の備考に

よって増点する医薬品の価格を示すもの。以下同じ。）に収載できる医薬品の基

準及び価格の算定方法は、次のとおりとする。 

 

１ 収載できる医薬品の基準 

  次の要件の全てを満たすものとする。 

（１）牛、馬又は種豚に対して、治療のために用いる医薬品であること。 

（２）家畜共済診療点数表に規定する診療行為等の種別のうち、医薬品を使用し

た場合に点数を加算できる次の種別において使用される医薬品であること。 

  ① 薬治 

  ② 注射 

  ③ 投薬 

  ④ 耳洗浄 

  ⑤ 膀胱内薬剤注入 

  ⑥ 罨法（あんぽう） 

  ⑦ 塗布又は塗擦 

  ⑧ 気管内薬剤噴霧 

  ⑨ 子宮内薬剤挿入 

  ⑩ 胎盤停滞処置 

  ⑪ 乳房内薬剤注入 

  ⑫ 鎮静術 

⑬ 静脈内灌流 

⑭ 点眼 

⑮ 点耳 

  ⑯ 開胸 

  ⑰ 開腹 

  ⑱ 子宮脱整復 

  ⑲ 難産介助 

  ⑳ 子宮捻転整復 

  ㉑ 麻酔術 

（３）医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭

和 35年法律第 145号。以下「医薬品医療機器等法」という。）第 14条第１



- 6 - 

 

項の規定による製造販売の承認を受けた医薬品であること。 

（４）次の医薬品に該当しないこと。 

  ① 畜主が自ら応用するのを常態とするもの 

  ② 主として小動物（犬、猫、鶏等）及び魚に対して用いる医薬品 

  ③ 主として人に対して用いる医薬品 

  ④ 同一薬効医薬品中著しく割高なもの 

  ⑤ 疾病予防薬及び寄生虫駆除薬（疾病の治療の効能及び効果があるもの

を除く。）   

  ⑥ 医薬品医療機器等法第 70条第１項の規定に基づき、厚生労働大臣又は

都道府県知事が行う廃棄、回収その他公衆衛生上の危険の発生を防止す

るための措置命令の対象となる医薬品であって、収載することが不適当

と認められるもの 

 

２ 医薬品の価格の算定方法 

（１）既収載医薬品 

  ① 厚生労働大臣が定める「使用薬剤の薬価（薬価基準）」（平成 20年厚生

労働省告示第 60号）に収載されている医薬品 

    当該告示による薬価を当該医薬品の価格とする。 

  ② ①以外の医薬品である既収載医薬品 

   ア 「令和７年度病傷給付適正化のための家畜診療実態調査」（令和７年

11 月 13 日付け７経営第 1831 号農林水産省経営局保険監理官通知）に

おける医薬品購入実態調査（以下「医薬品調査」という。）の結果を基

礎として、以下の算式により算定される額を当該医薬品の価格とする。 

     当該既収載医薬品の診療施設における 

     価格算定単位当たりの平均的購入価格  ＋ 調整幅 

     （税込購入価格の加重平均値） 

    調整幅：改定前の価格の２/100に相当する額 

   イ ただし、次の各項目に掲げる医薬品については、当該各項目に定める

価格とする。 

   （ア）アの算式による算定値が改定前の価格を上回る医薬品 

      改定前の価格とする。 

（イ）販売量が少ないことその他の理由により、医薬品調査によって実勢

価格が把握できない医薬品 

      当該医薬品の改定前の価格に、当該医薬品の最類似薬の価格改定

前後の価格の比率（改定前の価格に対する改定後の価格の割合）を乗

じて得た額を当該医薬品の価格とする。 

（注１）アの算式の平均的購入価格は同一の一般名及び価格算定単位で統一

した医薬品の購入価格の加重平均値とする。 
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（注２）最類似薬とは、汎用規格（※１）の類似薬（※２）のうち、類似薬を定め

る際に勘案する事項からみて、類似性が最も高いものをいう（以下同

じ。）。 

   （※１）汎用規格とは、組成（有効成分又は有効成分の組合せ及びその配

合割合をいう。以下同じ。）及び剤形が同一の類似薬の年間購入量

（有効成分量を基に計算した年間購入量をいう。）を、規格別にみ

て、最もその合計量が多い規格をいう。 

   （※２）類似薬とは、既収載医薬品のうち、次に掲げる事項からみて類似

性があると認められるものをいう（以下同じ。）。 

      ① 効能及び効果 

      ② 薬理作用 

      ③ 組成及び化学構造式 

      ④ 投与形態、剤形及び用法 

      ⑤ 使用禁止期間又は休薬期間 

   ウ 製造販売に要する原価等が著しく上昇したと認められる既収載医薬

品（当該既収載医薬品と組成、剤形及び規格が同一である類似薬がある

場合には、その全ての類似薬）について、次の要件の全てを満たす場合

は、ア及びイの規定に関わらず、原価計算方式によって算定される額

（当該既収載医薬品と組成、剤形及び規格が同一である類似薬がある

場合には、それぞれについて原価計算方式によって算定される額のう

ち、最も低い額）を当該医薬品の価格とする。 

（ア）診療において必要性が高いと認められること。 

（イ）価格が著しく低額であるため製造販売業者が製造販売を継続する

ことが困難であること。 

  （注）原価計算方式とは、価格算定単位当たりの製造販売に要する原価に、

販売費、一般管理費、営業利益、流通経費及び消費税を加えた額を当該

医薬品の価格とする算定方式をいう（以下同じ。）。 

 

（２）新規収載医薬品 

  ① 組成、剤形及び規格が同一の既収載医薬品がある医薬品 

    当該既収載医薬品と同一の価格とする。 

    また、収載した年の翌年に当該既収載医薬品と共に医薬品購入実態調

査を行い、当該調査の結果を基礎として、（１）の②に準じて定める額を

当該医薬品の価格とする。 

  ② ①以外の医薬品 

   ア 類似薬がある医薬品 

     最類似薬を比較薬とし、当該新規収載医薬品の一日当たりの額と、類

似する効能及び効果に係る比較薬の一日当たりの額とが同一となるよ



- 8 - 

 

うに算定された、当該新規収載医薬品の価格算定単位当たりの額を当

該医薬品の価格とする。 

     また、次のいずれかの要件を満たした場合は、当該価格に 1.2 を乗

じて得た額を当該医薬品の価格とする。 

（ア）臨床上有用な新規の作用機序を有する場合 

（イ）類似薬又は既存治療に比して、高い有効性又は安全性を有すること

が、客観的に示されている場合 

（ウ）当該新規収載医薬品により、その対象となる疾病及び傷害の治療方

法の改善が客観的に示されている場合 

（エ）製剤における工夫により、類似薬又は既存治療に比して、高い獣医

療上の有用性を有することが、客観的に示されている場合 

   イ 類似薬がない医薬品 

     原価計算方式によって算定される額を当該医薬品の価格とする。 

 




